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1.　なぜ『物理の日』を制定するのか
2025年が国際量子科学技術年，2026年が本会の創立 80

周年記念，2027年が東京数学会社（のちの日本数学物理学
会）の設立から数えて創立 150周年と，記念すべき年が 3
年も続くため，第 80期（2024年度）理事会は，記念事業臨
時委員会を立ち上げて広報委員会と共同してさまざまな記
念事業を企画・実施することを決めました．その一つとし
て，『物理の日』を制定することを 2024年 9月の理事会で
決議しました．『物理の日』制定を機に，中学生・高校生・
大学生や一般市民の皆様に対して，物理学の進展や物理学
と社会との密接な関わりについての啓発活動をさらに活発
化させ，上記の記念年が終了した後も末永く物理学の啓発
活動のよりどころとして残したいという願いが込められて
います．

2.　制定までのプロセス
2024年 10月～12月，会員・会友の皆様より『物理の日』

の候補日とその由来・理由を募集したところ，200件を超
える提案をいただき，約 90の日が候補日として挙げられ
ました．そのなかから理事会で候補日を 13に絞って 2025

年 2月 7日まで会員・会友による投票にかけました．総投
票数 1,698票の結果を図 1に示します．この結果をもとに，
2025年 3月の理事会で 11月 3日を『物理の日』と決議し，
3月 14日付で日本記念日協会に登録されました（図 2）．
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図 1　『物理の日』候補日に対する投票結果．

図 2　日本記念日協会からの『物理の日』登録証．
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1949年 11月 3日に，湯川秀樹が日本人初のノーベル賞
を受賞することが決定・発表されました．また，日本で発
見されて周期表に掲載されている元素「ニホニウム」の原
子番号が 113です．このように，11月 3日となったのは，
日本の物理学に関して記念すべき日・数字であることが由
来です．

3.　『物理の日』をどう生かすか
『物理の日』を含む1週間を『物理週間』，また11月を『物
理月間』として，学会本部だけでなく各支部や各領域，各
委員会などが主体となってさまざまなアウトリーチ活動を

活発に行ってほしいと思います．奇しくも本会は毎年 11
月に，対面・オンラインのハイブリッド形式の公開講座を
開催してきていますので，支部各地でも同様な活動を拡げ
ていただければと願っています．
個人的なアイデアですが，現在大好評のうちに毎月開催
されているオンライン物理講話のスペシャル版として，毎
年 10月初旬に発表されるノーベル賞を解説するオンライ
ン講話を，11月 3日に開催するというのはどうでしょう．
文化の日の休日でもありますので，多くの聴講者を集めて
恒例行事になるのではないかと期待しています．

（2025年 10月 2日原稿受付）
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また，本誌ホームページのURLは次の通りですので，どうぞご覧下さい．
https://www.jps.or.jp/books/kyoikushi/ 『大学の物理教育』編集委員会
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